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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

提出会社の状況
 

回次 第48期 第49期 第50期 第51期 第52期 

決算年月 平成22年１月 平成23年１月 平成24年１月 平成25年１月 平成26年１月 

売上高 （千円） 3,301,079 3,437,347 3,693,337 4,020,254 3,856,895 

経常利益又は経常損失

（△） 
（千円） △521,617 125,876 210,791 291,978 193,416 

当期純利益又は当期純損

失（△） 
（千円） △525,222 120,732 196,962 286,460 118,971 

持分法を適用した場合の

投資利益 
（千円） － － － － － 

資本金 （千円） 237,087 237,087 237,087 238,284 238,284 

発行済株式総数 （株） 882,000 882,000 2,646,000 2,656,980 2,656,980 

純資産額 （千円） 441,137 562,090 732,547 968,600 995,339 

総資産額 （千円） 1,265,253 1,252,707 1,359,348 1,547,699 1,385,927 

１株当たり純資産額 （円） 500.21 637.36 276.89 364.60 374.66 

１株当たり配当額 

（円） 

－ － 20.00 35.00 20.00 

(うち１株当たり中間配

当額) 
(－) (－) (10.00) (10.00) (10.00) 

１株当たり当期純利益金

額又は１株当たり当期純

損失金額（△） 

（円） △595.56 136.90 74.45 107.95 44.78 

潜在株式調整後１株当た

り当期純利益金額 
（円） － － 74.34 107.90 － 

自己資本比率 （％） 34.9 44.9 53.9 62.6 71.8 

自己資本利益率 （％） － 24.1 30.4 33.7 12.1 

株価収益率 （倍） － 5.3 4.8 6.9 13.5 

配当性向 （％） － － 26.9 32.4 44.7 

営業活動によるキャッシ

ュ・フロー 
（千円） △525,506 122,448 319,891 339,530 77,100 

投資活動によるキャッシ

ュ・フロー 
（千円） 76,534 38,722 △4,177 △3,064 8,854 

財務活動によるキャッシ

ュ・フロー 
（千円） 374,188 △100,037 △175,938 △199,922 △233,431 

現金及び現金同等物の期

末残高 
（千円） 513,187 574,320 714,096 850,639 703,163 

従業員数 （人） 712 631 558 625 608 

  （注）１．当社は連結財務諸表を作成しておりませんので、連結会計年度に係る主要な経営指標等の推移については記

載しておりません。

２．売上高には消費税等は含まれておりません。

３．持分法を適用した場合の投資利益については、関連会社が存在しないため記載しておりません。
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４．第48期の潜在株式調整後１株当たり当期純利益金額については、潜在株式は存在するものの１株当たり当期

純損失であるため記載しておりません。第49期の潜在株式調整後１株当たり当期純利益金額については、希

薄化効果を有している潜在株式が存在しないため記載しておりません。第52期の潜在株式調整後１株当たり

当期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

５．第48期の自己資本利益率については、当期純損失であるため記載しておりません。

６．第48期の株価収益率については、当期純損失であるため記載しておりません。

７．平成23年２月１日付で株式１株につき３株の株式分割を行っております。

８．第51期の１株当たり配当額には、設立50周年及び上場５周年記念配当５円を含んでおります。

 

２【沿革】

  当社は、工業用手袋製造・青写真焼付の事業を行うことを目的として昭和28年８月に設立された有限会社関口興業

社が、昭和30年代後半、わが国の高度成長期の時代を迎え、設計製作・設計製図トレースに関する事業に転進するこ

ととし、現  代表取締役社長関口相三の親族等とともに出資することで、昭和37年９月に株式会社大阪技術センター

（現  当社）として設立されております。

  株式会社大阪技術センター設立以後の事業内容の変遷は、次のとおりであります。

年月 事項

昭和37年９月 設計製作及び設計製図を主業務として、有限会社関口興業社及び現  代表取締役社長関口相三の親族等

の出資により、株式会社大阪技術センター（資本金30万円）を設立

昭和39年６月 本社（現  大阪本社）を大阪市福島区に移転

昭和55年３月 本社を大阪市北区に移転

昭和61年11月 労働者派遣事業法の施行に伴い特定労働者派遣事業開始

平成10年４月 株式会社大阪技術センターを株式会社アルトナーへ商号変更

平成15年12月 一般労働者派遣事業許可取得

平成16年２月 有料職業紹介事業許可取得

大阪、東京の２本社制を敷き、東京本社を東京都港区に開設

平成19年10月 ジャスダック証券取引所に株式を上場

平成22年２月 東京本社を横浜市港北区に移転

平成22年４月 ジャスダック証券取引所と大阪証券取引所の合併に伴い、大阪証券取引所ＪＡＳＤＡＱに上場

新卒技術者の教育研修を集中管理するラーニングセンターを大阪府吹田市に開設

平成23年２月 組織を再編し、エンジニア事業本部傘下に営業所（宇都宮、横浜、名古屋、大阪）を設置

ヒューマンリソース事業本部傘下にヒューマンリソース事業部及びハイパーアルトナー事業部を設置

平成24年２月 ハイパーアルトナー事業部をハイパーアルトナー事業本部に名称変更

平成25年２月 エンジニアエージェンシー事業本部を設置

平成25年７月 東京証券取引所と大阪証券取引所の統合に伴い、東京証券取引所ＪＡＳＤＡＱ（スタンダード）に上場
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３【事業の内容】

(1）技術者派遣事業及び請負事業

  当社は、主として設計技術者の人材派遣に特化した技術者派遣事業を、現在、宇都宮・横浜・名古屋・大阪の事業

所を拠点として展開・運営を行っております。

  技術者派遣事業とは、設計技術者を通じて機械設計開発（主に自動機械、工作機械、理化学機器等の設計業務、輸

送機内装・外装、家電製品等の設計業務）、電気・電子設計開発（主に電気電装設計及び生産技術開発業務、電子機

器全般に組み込まれる電子回路の設計業務）、ソフトウェア開発（主に電子機器全般を制御するソフトウェアの設計

業務）等の専門的技術を提供し、顧客企業の設計開発部門を支援する業務であります。

  また、顧客企業より設計開発を受託する請負事業を併せて行っております。

 

(2）顧客企業との契約形態

  当社が行う事業の契約形態には、「派遣契約」と「請負契約」があります。当社は、主として「派遣契約」を顧客

企業と締結することで事業を展開しておりますが、一部の顧客企業に対しては「請負契約」を締結しております。

 

①  派遣契約

  当社は、「労働者派遣事業の適正な運営の確保及び派遣労働者の保護等に関する法律」（以下「労働者派遣法」

という。）に基づき、常用雇用労働者を派遣する特定労働者派遣事業を行っております。また、平成15年12月１日

に厚生労働大臣から「一般労働者派遣事業」の許可を得て、従来からの特定労働者派遣に加え、登録型の派遣も行

っております。登録型の派遣は、派遣労働者となろうとする者を当社にて登録し、登録者の希望及び能力に応じた

就業の機会を確保するものであります。

  派遣契約の特徴は、派遣労働者となる設計技術者の雇用者（当社）と使用者（派遣先企業）とが分離しているこ

とで、設計開発業務の遂行における設計技術者の指揮命令と労働環境の責任は、派遣先の顧客企業にあります。

  当社（派遣元)・顧客企業（派遣先)・設計技術者（派遣労働者）の関係を図示すると、以下のようになります。

 

 

②  請負契約

  請負契約は、当社が顧客企業から業務を受託し、その業務遂行の指示や設計技術者の労務管理等について、一切

の責任を当社が負い、顧客企業に成果物を納品するものであります。当社（受託者)・顧客企業（委託者)・設計技

術者の関係を図示すると、以下のようになります。
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［事業系統図］

  以上、述べた事項を事業系統図によって示すと次のとおりであります。

 

 

４【関係会社の状況】

  該当事項はありません。

 

５【従業員の状況】

(1）提出会社の状況

平成26年１月31日現在
 

従業員数（人） 平均年齢（歳） 平均勤続年数（年） 平均年間給与（円）

608 30.3 6.3 4,114,586

  （注）１．従業員数は就業人員であり、登録社員数は含まれておりません。

２．平均年間給与は、賞与及び基準外賃金を含んでおります。

３．当社の報告セグメントは単一であるため、セグメント別の記載を省略しております。

 

(2）労働組合の状況

  当社の労働組合は、アルトナー労働組合と称し、平成26年１月31日現在における組合員数は527人で、加盟する上

部団体はＵＡゼンセンであります。

  なお、労使関係は安定しております。
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第２【事業の状況】

１【業績等の概要】

(1）業績

  当事業年度におけるわが国経済は、円安傾向による輸出環境の改善や政府の経済対策の効果により、緩やかに回復

しております。

  当社の主要顧客である自動車業界はエコカーの開発比重の高まりにより、従来の機械設計開発分野の技術者の要請

に加えて、電気・電子設計開発分野、ソフトウェア開発分野の技術者の要請も増加し、引き続き堅調であります。ま

た、技術者ニーズに変化が見受けられる家電業界で活躍していた電気・電子設計開発分野の技術者を、ニーズの高い

医療機器分野や、エコカー等の分野へとシフトいたしました。

  このような状況の中、当社の技術者派遣事業においては、高いスキルを有する技術者の高付加価値な業務への配属

が進捗したことに加え、新採用基準の導入に伴い平成25年４月入社の学卒技術者の質が向上し、初配属単価が上昇し

たことにより、技術者単価は前年同期を上回りました。一方で、質の向上のため、平成25年４月入社の学卒技術者数

を絞り込んだことから、稼働人員は前年同期を下回りました。

  また、請負事業においては、技術者を派遣事業へ戦略的にシフトしたことに伴い、受注高が減少いたしました。

  これらの結果、当事業年度の売上高は3,856,895千円（前年同期比4.1％減）となりました。利益面においては、売

上高の減少に加え、キャリア採用における積極的な投資、新事業モデル制度への移行に伴うハイパーアルトナー事業

本部の成果報酬型の賃金体系への変更、エンジニア事業本部の寮制度変更等の影響もあり、営業利益は188,763千円

（前年同期比34.9％減）、経常利益は193,416千円（前年同期比33.8％減）、当期純利益は118,971千円（前年同期比

58.5％減）となりました。

 

(2）キャッシュ・フロー

  当事業年度末における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、前事業年度末に比べ147,476千円減少し

703,163千円となりました。

  当事業年度における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は、次のとおりであります。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

  営業活動の結果得られた資金は、77,100千円（前年同期比262,429千円減）となりました。これは主に、法人税等

の支払額95,924千円、賞与引当金の減少額31,620千円があったものの、税引前当期純利益192,916千円があったこと

によるものであります。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

  投資活動の結果得られた資金は、8,854千円（前年同期は3,064千円の使用）となりました。これは主に、無形固定

資産の取得による支出6,237千円があったものの、敷金及び保証金の回収による収入17,826千円があったことによる

ものであります。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

  財務活動の結果使用した資金は、233,431千円（前年同期比33,509千円増）となりました。これは、長期借入金の

返済による支出141,602千円、配当金の支払額91,829千円があったことによるものであります。

 

２【生産、受注及び販売の状況】

  当社の報告セグメントは単一であるため、「生産、受注及び販売の状況」については事業の種類別に記載しており

ます。

 

(1）生産実績

  当社の主たる業務は、機械設計開発、電気・電子設計開発、ソフトウェア開発等の技術者派遣事業であり、提供す

るサービスの性格上、生産実績になじまないため、記載を省略しております。

 

(2）受注状況

  当事業年度の受注状況を事業の種類別に示すと、次のとおりであります。

事業の種類別 受注高（千円） 前年同期比（％） 受注残高（千円） 前年同期比（％）

請負事業 56,234 26.1 6,393 40.7

  （注）  上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

 

- 5 -

2014/04/22 21:31:20／13943508_株式会社アルトナー_有価証券報告書（通常方式）



(3）販売実績

  当事業年度の販売実績を事業の種類別に示すと、次のとおりであります。

事業の種類別

当事業年度
（自  平成25年２月１日
至  平成26年１月31日）

金額（千円） 前年同期比（％）

技術者派遣事業 3,787,792 99.8

請負事業 65,542 29.0

その他の事業 3,559 －

合計 3,856,895 95.9

  （注）１．最近２事業年度の主な相手先別の販売実績及び当該販売実績の総販売実績に対する割合は、次のとおりであ

ります。なお、前事業年度の株式会社ニコンについては、当該割合が100分の10未満のため記載を省略して

おります。

相手先

前事業年度
（自  平成24年２月１日
至  平成25年１月31日）

当事業年度
（自  平成25年２月１日
至  平成26年１月31日）

金額（千円） 割合（％） 金額（千円） 割合（％）

パナソニック株式会社 586,181 14.6 479,186 12.4

株式会社ニコン － － 411,684 10.7

２．上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

 

３【対処すべき課題】

  当社の主要事業である技術者派遣事業は、採用活動、教育活動、営業活動、サポート活動というサイクルで構成さ

れております。今後の事業拡大のため、当社が対処すべき課題は、下記のとおりであります。

 

(1）経営全般について

① 顧客企業の業種構成の最適化について

  当社の売上高において、顧客企業の電気機器業界の構成比が高い割合で推移しております。当社では、特定の顧客

企業や業種に偏らないように、新規開拓営業の強化を図り、顧客企業の業種構成の最適化に努めてまいります。

② 適正な利益の確保について

  当社においては、顧客企業に派遣する技術者を基本的に正社員雇用し、スキルアップに専念できる環境を整備して

おります。そのため、技術者が非稼働となった場合にも労務費が発生することとなります。技術者の稼働率が著しく

低下すると、売上高が減少し、労務費の割合が上昇し、利益率の低下を招くこととなります。積極的な営業活動によ

って、技術者単価及び稼働率の維持向上に尽力し、適正な利益の確保に努めてまいります。

③ ブランド力の強化について

  当社は、国内及び国際学会での論文発表、大学の教授との共同での技術教本の作成、大学での非常勤講師等の実

施、また、当社の技術者による顧客満足度の向上により、業界内でのブランド力の強化に努めてまいります。
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(2）採用活動について

① 採用基準の改善について

  当社は、顧客企業から必要とされる専門課程のバックグラウンド、コミュニケーション能力を備えた人材を獲得す

るため、専門テスト、人物評価の見直し等の採用基準の改善に努めてまいります。

② 採用機会の確保について

  当社は、求人ウェブサイトでの情報掲載、自社ウェブサイトへの導線強化、全国の理工系大学の就職支援担当者・

教授からの人材紹介、大学内外でのセミナー開催、ハローワーク訪問、転職フェアへの参画などを通じて、新卒並び

にキャリア人材の採用機会の確保に努めてまいります。

③ 技術者の分野別構成の最適化について

  当社は、技術者が特定の分野に偏らないように、市場ニーズと営業分布を見据えた、機械設計開発、電気・電子設

計開発、ソフトウェア開発の分野別構成の最適化に努めてまいります。

  また、今後成長が見込まれる化学・バイオ系分野、衛星通信分野への進出に努めてまいります。

④ 技術者の採用形態の最適化について

  当社は、技術者の採用形態が偏らないように、新卒採用、キャリア採用の構成の最適化に努めてまいります。キャ

リア採用への注力を図り、即戦力の増員に努めてまいります。

 

(3）教育活動について

① 研修体制の整備について

  当社は、顧客ニーズに対応するため、主要都市に研修拠点を構え、顧客企業とのリレーション強化を図っておりま

す。また、現場での経験豊富な技術者が研修担当者として、指導に当たっております。顧客ニーズに応じて、必要ツ

ールの導入を検討し、研修体制の整備に努めてまいります。

② 研修内容の向上について

  当社は、長年積み重ねた経験と顧客ニーズにより構築した一般・社外実務・基礎・応用・キャリア研修等を実施す

ることで技術者のスキルアップに努めております。また、全社員向けの研修会である能力開発セミナーにおいて、技

術力と人間力の向上を目的とした講座を開催し、管理職者向けには、人間づくり研修を開催しております。技術力と

人間力を兼ね備えた技術者の育成のため、研修内容の向上に努めてまいります。

 

(4）営業活動について

① 派遣先の確保について

  当社は、顧客ニーズに対応するため、主要都市に営業拠点を構え、顧客企業とのリレーション強化を図っておりま

す。顧客の開発ニーズ、開発プランに応じて、技術者を人選し迅速に派遣し、顧客ニーズに応じて、請負の編成、チ

ーム派遣を提案してまいります。また、新規開拓営業力の強化を図り、派遣先の確保に努めてまいります。

② 派遣条件の向上について

  当社は、地域別、業種別、顧客別、業務別などの収益分析を実施し、適切な技術者の配置を行い、常に顧客企業と

の交渉に努め、技術者単価の増額等の派遣条件の向上に努めてまいります。

 

(5）サポート活動について

① 内定者の入社率向上について

  当社は、新卒採用の入社辞退防止のため、採用担当者が定期的に大学及び内定者に細かいフォローを行うとともに

内定者懇親会等の開催により、内定者の入社率向上に努めてまいります。

② 技術者の定着率向上について

  当社は、顧客企業へ配属後も、営業担当者、教育担当者による技術者との定期的な面談により、個人ごとの希望や

実情に応じた指導やアドバイス、顧客評価のフィードバックなどを実施しております。また、メンタルヘルスケアの

専属のカウンセラーが常時対応しております。モチベーション向上と人間的成長をバックアップし、技術者の定着率

向上に努めてまいります。
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４【事業等のリスク】

  有価証券報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する事項のうち、投資者の判断に重要な影響を及ぼす可

能性のある事項には、以下のようなものがあります。

  なお、文中の将来に関する事項は、当事業年度末現在において当社が判断したものであります。

 

(1）製造業の業績動向について

  当社は製造業を主要顧客とし、主にその設計開発部門に技術者を派遣しております。景気が悪化し、製造業が経費

圧縮のため、設備投資、研究開発を削減し、派遣技術者の活用を減少させた場合には、当社の財政状態及び経営成績

に影響を及ぼす可能性があります。

 

(2）同業他社との競合について

  当社が属する技術者派遣業界は、多大な初期投資が不要であること等により、参入障壁が低い業界であります。同

業他社との競争が激化し、価格競争に陥った場合には、当社の財政状態及び経営成績に影響を及ぼす可能性がありま

す。

 

(3）理工系学生人口について

  当社は、理工系卒の学生を重要な経営資源としており、少子化、理工系離れ等により、理工系卒の学生人口が減少

し、優秀な学生の確保が著しく困難となった場合には、当社の財政状態及び経営成績に影響を及ぼす可能性がありま

す。

 

(4）情報管理について

  当社は、事業を行うに当たって、一般財団法人日本情報経済社会推進協会（ＪＩＰＤＥＣ）による「プライバシー

マーク」を取得するなど、個人情報の適正な取扱い、並びに情報閲覧可能者の限定、情報管理に関する教育の実施、

社内システムへのアクセスパスワード化による情報の適正な管理に努めております。

  また、コンプライアンス・リスク管理会議の定期的な開催及び内部監査室による事業拠点ごとの継続的な監査の実

施により、情報の外部への流出・漏洩等を未然に防止する取組みを行っております。

  しかしながら、何らかの理由により顧客情報及び採用情報並びに個人情報が外部に流出・漏洩した場合には、当社

の社会的な信用等が失墜し、当社の財政状態及び経営成績に影響を及ぼす可能性があります。

 

(5）法的規制について

  当社の主要な事業である技術者派遣事業は労働者派遣法をはじめとする関係諸法令による法的規制を受けておりま

す。当社としては、労働者派遣法等の法令等の遵守を最重要課題のひとつと認識し、法令等遵守体制の整備に努めて

おりますが、労働者派遣法をはじめとする関係諸法令は、継続的な見直しが行われ、当社の事業に対して著しく不利

な改定が行われた場合には、当社の財政状態及び経営成績に影響を及ぼす可能性があります。

  なお、今後予定されている労働者派遣法改正は、労働者を無期雇用している当社の雇用形態に対しては規制強化を

もたらすものではないと判断しております。

 

(6）災害の発生及び地域偏在について

  当社は、地震、暴風雨、洪水等の自然災害、火災その他の災害に対処するため、「防災マニュアル」を定め、社員

や資産、業務の推進等に大きな被害をもたらす災害に備え、被害を最小限にする体制を整備しております。しかしな

がら、地震、暴風雨、洪水等の自然災害、火災、テロ、暴動、戦争等の人災が発生し、当社の雇用する派遣社員の勤

務に大きな支障をきたした場合、または当社の派遣先の顧客企業の中心である関西・関東・中部において、地震その

他の災害が発生し、地域経済が悪化した場合には、当社の財政状態及び経営成績に影響を及ぼす可能性があります。

 

５【経営上の重要な契約等】

  該当事項はありません。

 

６【研究開発活動】

  該当事項はありません。
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７【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

  文中の将来に関する事項は、当事業年度末現在において当社が判断したものであります。

 

(1）重要な会計方針及び見積り

  当社の財務諸表は、わが国において一般に公正妥当と認められている会計基準に基づき作成されております。この

財務諸表の作成に当たって当社が採用している重要な会計方針は、「第５  経理の状況  １  財務諸表等  (1）財務

諸表」に記載のとおりであります。なお、財務諸表等には将来に対する見積り等が含まれておりますが、これらは当

事業年度末現在における当社の判断によるものであります。これらの見積りについて過去の実績等を勘案し合理的に

判断しておりますが、見積り特有の不確実性があるため、実際の結果はこれらの見積りと異なる場合があります。

 

(2）財政状態の分析

① 資産

  当事業年度末における総資産は、前事業年度末に比べ161,772千円減少し、1,385,927千円となりました。これは主

に、現金及び預金の減少147,476千円、敷金及び保証金の減少16,492千円があったことによるものであります。

 

② 負債

  当事業年度末における負債は、前事業年度末に比べ188,511千円減少し、390,587千円となりました。これは主に、

退職給付引当金の増加17,138千円があったものの、長期借入金の減少141,602千円、未払法人税等の減少32,336千

円、賞与引当金の減少31,620千円があったことによるものであります。

 

③ 純資産

  当事業年度末における純資産は、前事業年度末に比べ26,738千円増加し、995,339千円となりました。これは主に

利益剰余金の増加25,990千円があったことによるものであります。

 

(3）資本の財源及び資金の流動性についての分析

① キャッシュ・フロー

  当事業年度におけるキャッシュ・フローの状況については、「第２  事業の状況  １  業績等の概要  (2）キャッ

シュ・フロー」に記載のとおりであります。

 

② 資金需要

  当社の資金需要の主なものは、当社派遣技術者に伴う人件費等であります。

 

(4）経営成績の分析

① 売上高

  主要事業である技術者派遣事業は前年同期比0.2％減となり、請負事業は前年同期比71.0％減となりました。これ

らの結果、当事業年度の売上高は3,856,895千円（前年同期比4.1％減）となりました。

 

② 営業利益、経常利益及び当期純利益

  売上高の減少に加え、キャリア採用における積極的な投資、新事業モデル制度への移行に伴うハイパーアルトナー

事業本部の成果報酬型の賃金体系への変更、エンジニア事業本部の寮制度変更等の影響もあり、当事業年度の営業利

益は188,763千円（前年同期比34.9％減）、経常利益は193,416千円（前年同期比33.8％減）、当期純利益は118,971

千円（前年同期比58.5％減）となりました。

 

(5）経営戦略の現状と見通し

  市場環境に関しては、景気回復が続いていくと見込まれますが、新興国等の海外経済の不確実性による下振れリス

クが存在しており、注視していく必要があります。

  技術者単価につきましては、継続して全体の底上げに努めてまいります。

  技術者数につきましては、平成26年４月入社の学卒技術者は、前年を上回る人数を確保することができました。そ

れに加えて、キャリア採用の目標人数を達成し全技術者の定着率を向上させることで、前年増を見込んでおります。
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第３【設備の状況】

１【設備投資等の概要】

  当事業年度において重要な設備投資はありません。

  なお、当事業年度において重要な設備の除却、売却等はありません。

 

２【主要な設備の状況】

  当社における主要な設備は、以下のとおりであります。

  なお、当社の報告セグメントは単一であるため、セグメント別の記載を省略しております。

平成26年１月31日現在
 

事業所名 
（所在地） 

設備の内容 

帳簿価額 従業 

員数 
（人） 

建物 
（千円） 

工具、器具及び

備品（千円） 
ソフトウェア 

（千円） 
その他 

（千円） 
合計 

（千円） 

大阪本社 
大阪事業所 
（大阪市北区） 

本社、営業所及びテクニ

カルセンター 
6,503 4,290 16,945 28,546 56,285 35 

東京本社 
横浜事業所 
（横浜市港北区） 

本社、営業所及びテクニ

カルセンター 
9,818 722 － 12,538 23,079 21 

名古屋事業所 
（名古屋市中村区） 

営業所及びテクニカルセ

ンター 
1,568 100 － 5,895 7,564 4 

宇都宮事業所 
（栃木県宇都宮市） 

営業所及びテクニカルセ

ンター 
1,109 62 － 2,700 3,872 4 

江坂ラーニングセンター 
（大阪府吹田市） 

研修施設及び営業所 2,506 459 － 6,720 9,686 14 

  （注）１．上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

２．上記の事業所は賃借しております。なお、上記建物の内容は主として造作物であります。

３．従業員数は、各事業所の就業人員であり、顧客企業へ配属した技術者は含まれておりません。

４．上記の他、遊休資産を含む土地（兵庫県赤穂郡上郡町733㎡、兵庫県篠山市1,631㎡、神戸市北区550㎡、兵

庫県尼崎市155.47㎡、兵庫県尼崎市168.23㎡）59,159千円を有しております。

５．帳簿価額のうち「その他」は、敷金及び保証金であります。

６．上記の他、主要な設備のうち他の者から賃借している設備は、以下のとおりであります。

平成26年１月31日現在
 

事業所名 
（所在地） 

設備の内容 
賃借面積 

（面積㎡） 
年間賃借料 
（千円） 

大阪本社 
大阪事業所 
（大阪市北区） 

賃借建物 536.61 28,698 

東京本社 
横浜事業所 
（横浜市港北区） 

賃借建物 460.53 12,538 

名古屋事業所 
（名古屋市中村区） 

賃借建物 125.98 5,895 

宇都宮事業所 
（栃木県宇都宮市） 

賃借建物 100.02 2,700 

江坂ラーニングセンター 
（大阪府吹田市） 

賃借建物 464.07 8,422 

 

３【設備の新設、除却等の計画】

(1）重要な設備の新設等

  該当事項はありません。

 

(2）重要な設備の除却等

  該当事項はありません。
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第４【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 9,000,000

計 9,000,000

 

②【発行済株式】

種類
事業年度末現在発行数

（株）
（平成26年１月31日）

提出日現在発行数（株）
（平成26年４月24日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 2,656,980 2,656,980

東京証券取引所

ＪＡＳＤＡＱ

（スタンダード）

単元株式数100株

計 2,656,980 2,656,980 － －

 

（２）【新株予約権等の状況】

  該当事項はありません。

 

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

  該当事項はありません。

 

（４）【ライツプランの内容】

  該当事項はありません。

 

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数(株)

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額（千円）

資本準備金残
高（千円）

平成23年２月１日

（注）１
1,764,000 2,646,000 － 237,087 － 167,137

平成24年５月11日

（注）２
10,980 2,656,980 1,196 238,284 1,185 168,323

  （注）１．株式分割（１：３）によるものであります。

２．新株予約権の行使による増加であります。

 

（６）【所有者別状況】

平成26年１月31日現在 
 

区分 

株式の状況（１単元の株式数100株） 
単元未満株
式の状況 
（株） 

政府及び地
方公共団体 金融機関 

金融商品取
引業者 

その他の法
人 

外国法人等 
個人その他 計 

個人以外 個人 

株主数（人） － 1 8 12 3 1 941 966 － 

所有株式数（単元） － 39 599 13,658 36 2 12,224 26,558 1,180 

所有株式数の割合（％) － 0.15 2.25 51.43 0.13 0.01 46.03 100 － 

  （注）  自己株式363株は、「個人その他」に３単元及び「単元未満株式の状況」に63株を含めて記載しております。
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（７）【大株主の状況】
 

    平成26年１月31日現在 

氏名又は名称 住所 
所有株式数
（株） 

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％） 

株式会社関口興業社 兵庫県尼崎市長洲東通３丁目１－13 1,235,000 46.48 

アルトナー従業員持株会 大阪市北区中之島３丁目２－18 355,012 13.36 

大阪中小企業投資育成株式会社 大阪市北区中之島３丁目３－23 120,000 4.51 

張替  朋則 茨城県つくば市 66,560 2.50 

奥坂  一也 大阪府岸和田市 55,420 2.08 

アルトナー役員持株会 大阪市北区中之島３丁目２－18 44,100 1.65 

株式会社ＳＢＩ証券 東京都港区六本木１丁目６－１ 41,600 1.56 

横田  成昭 大阪府枚方市 30,000 1.12 

江上  洋二 千葉県市川市 25,388 0.95 

上野  修 東京都練馬区 20,000 0.75 

計 － 1,993,080 75.01 

 

（８）【議決権の状況】

①【発行済株式】

平成26年１月31日現在
 

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等） 普通株式        300 － －

完全議決権株式（その他） 普通株式  2,655,500 26,555 －

単元未満株式 普通株式      1,180 － －

発行済株式総数 2,656,980 － －

総株主の議決権 － 26,555 －

  （注）「単元未満株式」の欄には、当社所有の自己株式63株が含まれております。

 

②【自己株式等】

平成26年１月31日現在
 

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合(％)

株式会社アルトナー
兵庫県尼崎市西大物町

５番２号
300 － 300 0.01

計 － 300 － 300 0.01

 

（９）【ストックオプション制度の内容】

  該当事項はありません。
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２【自己株式の取得等の状況】

【株式の種類等】  該当事項はありません。

 

（１）【株主総会決議による取得の状況】

  該当事項はありません。

 

（２）【取締役会決議による取得の状況】

  該当事項はありません。

 

（３）【株主総会決議又は取締役会決議に基づかないものの内容】

  該当事項はありません。

 

（４）【取得自己株式の処理状況及び保有状況】

区分

当事業年度 当期間

株式数（株）
処分価額の総額

（円）
株式数（株）

処分価額の総額
（円）

引き受ける者の募集を行った取得自己株式 － － － －

消却の処分を行った取得自己株式 － － － －

合併、株式交換、会社分割に係る移転を行っ

た取得自己株式
－ － － －

その他 － － － －

保有自己株式数 363 － 363 －

  （注）  当期間における保有自己株式数には、平成26年４月１日からこの有価証券報告書提出日までの単元未満株式の

買取り及び売渡しによる株式は含まれておりません。
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３【配当政策】

  当社は、利益配分については、今後の事業展開や業績及び経営環境、経営基盤の強化を総合的に考慮し、株主に対

する安定的な配当を実施することを、経営の最重要課題と位置付けております。

  当社は、業績動向等を考慮しながら、中間配当と期末配当の年２回の剰余金の配当を行うことを基本方針としてお

り、これらの剰余金の配当の決定機関は、期末配当については株主総会、中間配当については取締役会であります。

  当事業年度の期末配当は１株当たり10円を実施いたします。これにより既に実施済みの中間配当10円と合わせた通

期の配当合計は１株当たり20円となりました。この結果、当事業年度の配当性向は44.7％となりました。

  内部留保資金につきましては、今後予想される経営環境の変化への対応、人的資源の充実等に有効投資してまいり

たいと考えております。

  当社は、「取締役会の決議により、毎年７月31日を基準日として、中間配当を行うことができる。」旨を定款に定

めております。

  なお、当事業年度に係る剰余金の配当は以下のとおりであります。

決議年月日
配当金の総額 
（千円）

１株当たり配当額 
（円）

平成25年９月６日 

取締役会決議
26,566 10.00

平成26年４月24日 

定時株主総会決議
26,566 10.00

 

４【株価の推移】

（１）【最近５年間の事業年度別最高・最低株価】

回次 第48期 第49期 第50期 第51期 第52期

決算年月 平成22年１月 平成23年１月 平成24年１月 平成25年１月 平成26年１月

最高（円） 1,290
915

□267
450 825 797

最低（円） 590
519

□238
165 351 520

  （注）１．最高・最低株価は、平成22年４月１日より大阪証券取引所ＪＡＳＤＡＱ、平成22年10月12日より大阪証券取

引所ＪＡＳＤＡＱ（スタンダード）、平成25年７月16日より東京証券取引所ＪＡＳＤＡＱ（スタンダード）

におけるものであります。それ以前はジャスダック証券取引所におけるものであります。

２．□印は、株式分割（平成23年２月１日、１株→３株）による権利落後の最高・最低株価を示しております。

 

（２）【最近６月間の月別最高・最低株価】

月別 平成25年８月 ９月 10月 11月 12月 平成26年１月

最高（円） 589 605 627 711 642 678

最低（円） 543 553 590 595 595 580

  （注）  最高・最低株価は、東京証券取引所ＪＡＳＤＡＱ（スタンダード）におけるものであります。
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５【役員の状況】

役名 職名 氏名 生年月日 略歴 任期 
所有 

株式数 
（株） 

代表取締役

社長 

ハイパー

アルトナ

ー事業本

部長 

関口  相三 昭和39年12月31日生 

 
昭和58年６月 株式会社メイテック入社 

昭和63年４月 株式会社大阪技術センター（現当社）入社 

平成５年３月 当社取締役経営企画室長 

平成10年２月 当社取締役副社長 

平成14年２月 当社代表取締役社長（現任） 

平成24年２月 当社ハイパーアルトナー事業本部長（現任） 
 

(注）３ 11,007 

取締役 

ヒューマ

ンリソー

ス事業本

部長 

奥坂  一也 昭和30年９月３日生 

 
昭和53年４月 株式会社大阪技術センター（現当社）入社 

平成５年10月 当社第３事業部長 

平成14年２月 当社常勤監査役 

平成16年４月 当社常務取締役人材開発部長 

平成19年２月 当社常務取締役人材開発本部長 

平成19年４月 当社常務取締役事業統括本部長 

平成21年３月 当社常務取締役能力開発本部長 

平成22年２月 当社常務取締役事業推進本部長 

平成23年２月 当社常務取締役エンジニア事業本部長 

平成23年４月 当社取締役エンジニア事業本部長 

平成25年２月 当社取締役ヒューマンリソース事業本部長（現任) 
 

(注）３ 78,105 

取締役 
管理本部

長 
張替  朋則 昭和29年５月24日生 

 
昭和53年４月 東洋紡インテリア株式会社入社 

昭和57年３月 株式会社大阪技術センター（現当社）入社 

平成２年３月 当社関東事業部長 

平成３年３月 当社取締役 

平成５年３月 当社常務取締役総務部長 

平成19年２月 当社常務取締役管理本部長 

平成20年５月 当社取締役管理本部長（現任） 
 

(注）３ 77,892 

取締役 

エンジニ

ア事業本

部長 

江上  洋二 昭和33年９月26日生 

 
昭和56年４月 株式会社大阪技術センター（現当社）入社 

平成19年２月 当社人材開発本部能力開発部長 

平成19年４月 当社取締役人材開発本部長 

平成22年２月 当社取締役事業推進本部長 

平成23年２月 当社取締役ヒューマンリソース事業本部長 

平成25年２月 当社取締役エンジニア事業本部長（現任) 
 

(注）３ 27,660 

常勤監査役   三谷  高昭 昭和25年10月18日生 

 
昭和48年４月 ＮＥＣエンジニアリング株式会社入社 

平成６年７月 同社経理部担当部長 

平成14年４月 同社経営管理部経理部長 

平成17年４月 同社経理部長 

平成22年６月 同社経理部シニアプロフェッショナル 

平成23年４月 当社常勤監査役（現任） 
 

(注）４ 2,071 

監査役   金井  博基 昭和30年９月18日生 

 
昭和54年４月 土肥税理士事務所入所 

昭和60年９月 関公認会計士事務所入所 

平成３年４月 金井税理士総合事務所創業  所長（現任） 

  株式会社継栄クリニック創業  代表取締役（現任) 

平成19年４月 当社監査役（現任） 
 

(注）４ 13,358 

監査役   福室孝三郎 昭和23年２月21日生 

 
昭和46年４月 日産ディーゼル工業株式会社（現ＵＤトラックス

株式会社）入社 

平成９年７月 同社車両設計部部長 

平成12年５月 同社執行役員常務 

平成15年６月 株式会社日産ディーゼル技術研究所（現株式会社

ＤＲＤ）常務取締役 

平成18年５月 同社代表取締役社長 

平成23年４月 当社監査役（現任） 
 

(注）４ 2,071 

計 212,164 

  （注）１．所有株式数には、アルトナー役員持株会における各自の持分を含めた実質持株数（単元未満株を含む。）を

記載しております。なお、提出日現在のアルトナー役員持株会による取得株式数は、確認ができないため、

当事業年度末現在の実質持株数を記載しております。

２．監査役三谷高昭、金井博基及び福室孝三郎は、社外監査役であります。

３．平成25年４月25日開催の定時株主総会の終結の時から２年間

４．平成23年４月22日開催の定時株主総会の終結の時から４年間
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６【コーポレート・ガバナンスの状況等】

（１）【コーポレート・ガバナンスの状況】

① 企業統治の体制

イ．体制の概要及び体制を採用する理由

  取締役会は取締役４名で構成され、毎月２回開催しております。毎月15日の業績取締役会で月次業績に関連す

る事項を主に審議し、毎月末の定時取締役会で経営計画に関する事項、業務執行に関する重要事項の審議・決定

を行っております。

  経営会議は取締役、本部長及び部長で構成され、毎月１回開催しております。取締役会からの諮問による事業

全般の基本的事項・重要事項について協議し、取締役会へ報告を行っております。

  当社は、監査役会設置会社であり、監査役会は監査役３名（社外監査役３名）で構成されており、原則毎月２

回開催しております。監査役会では、監査方針の決定並びに監査報告書の作成を行うとともに監査役会で定めら

れた監査方針に従い、取締役会並びにその他重要な会議へ出席することで健全な経営に資するための職務を遂行

しております。

  当社においては、取締役相互による業務執行の監督が機能しており、また、監査役会による経営監視も機能し

ていると判断していることから、現状の体制を採用しております。

 

ロ．会社の機関及び内部統制の仕組み

 

 

ハ．内部統制システムの整備の状況

  当社は、平成18年６月30日開催の取締役会において、内部統制システムの基本方針を決議しており、当該基本

方針に基づく現在の主な整備状況は下記のとおりであります。

 

ａ．取締役及び使用人の職務の執行が法令及び定款に適合することを確保するための体制

１）代表取締役を議長とするコンプライアンス・リスク管理会議を設置し、法令及び定款遵守の周知徹底と実

行を図る体制を構築しております。
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２）取締役、監査役及び従業員その他当社の業務に従事する者を対象とした内部通報制度を整備しておりま

す。その制度では守秘義務を負う通報委員会を通報先とし、通報者に対する不利益な取扱を禁止し、法令

等違反行為を未然に防止または速やかに認識するための実効性を確保しております。

３）当社は、他の業務執行部門から独立した内部監査室による内部監査を実施しており、内部監査を通じて各

部門の内部管理体制の適切性・有効性を検証し、その改善を促すことにより、使用人の職務執行の適法性

を確保しております。

 

ｂ．財務報告の適正性を確保するための体制

１）取締役及び従業員は「財務報告に係る内部統制の基本方針」を遵守した業務執行により財務報告の適正性

を確保しております。

２）取締役、監査役及び従業員は、財務報告の適正性を確保するための体制の円滑な運営を実行しておりま

す。

３）内部監査室は、財務報告の適正性を確保するための体制の運用を監査しております。

 

ｃ．取締役の職務の執行に係る情報の保存及び管理に関する体制

１）取締役の職務の執行に係る情報・文書は、「文書管理規程」をはじめとする諸規程及びそれに関する各情

報管理体制マニュアルに従い適切に保存及び管理の運用を実施しております。

２）これらの情報については、内部監査室による内部監査等により、保存及び管理が適切になされていること

を確認しております。

 

ｄ．損失の危険の管理に関する規程その他の体制

１）当社は、「当社におけるリスク管理のあり方」を策定し、各種リスクを統括管理するための体制を明確に

しております。

２）当社は、同方針に基づき、経営上のリスクを分類・定義し、リスクの種類毎に担当部門がリスク状況の把

握・分析等を行い、コンプライアンス・リスク管理会議によって各種のリスクを統括管理する体制を整備

しており、リスク種類毎の管理及び対策はコンプライアンス・リスク管理会議にて明確にし、管理してお

ります。

３）代表取締役社長直属の内部監査室が内部監査計画に基づき監査を担当しており、内部監査室は必要に応

じ、監査の実施方法・実施項目の検証を行い、必要があれば監査方法の改定を行っております。

 

ｅ．取締役の職務の執行が効率的に行われることを確保するための体制

１）取締役の職務の執行が効率的に行われることを確保するための体制の基礎として、取締役会を毎月２回開

催しております。第１回開催を業績取締役会とし、第２回を定時取締役会とし、必要に応じて臨時に取締

役会を開催しております。なお、取締役会の権限範囲等は、「取締役会規程」において明確にしておりま

す。

２）取締役による効率的な業務運営を確保するため、「組織規程」、「職務権限規程」、「業務分掌規程」及

び「業務分掌（職務権限）明細表」を定め、その他社内規程を整備しております。

３）取締役、本部長及び部長を主な構成員とする経営会議を設置して毎月１回開催しております。経営会議

は、業績取締役会及び定時取締役会付議事項の討議、諮問を実施し、各取締役会への報告・提案の取り纏

めを行っております。

 

ｆ．会社並びに親会社及び子会社から成る企業集団における業務の適正を確保するための体制

該当する親会社及び子会社はありません。

 

ｇ．監査役がその職務を補助すべき使用人を置くことを求めた場合における当該使用人に関する事項及び当該使

用人の取締役からの独立性に関する事項

１）当社は監査役の要請がある場合には、監査役の職務を補助する使用人を選任できることとしております。

２）当該使用人の任免・異動・人事評価に関しては、監査役の同意を必要としております。
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ｈ．取締役及び使用人が監査役に報告するための体制、その他の監査役への報告に関する体制

１）取締役会の他、経営会議等重要な会議に監査役は出席しており、取締役から業務執行状況の報告を受けて

おります。

２）前記の重要な会議に付議されない重要な社内稟議、決裁書及び報告書等について、監査役は閲覧し、必要

に応じ内容の説明を受けております。

３）取締役及び使用人は、会社に著しい損害を及ぼす恐れのある事実、取締役の職務執行に関する不正行為、

法令・定款に違反する重大な事実、内部監査状況に関する報告、内部通報制度に基づき通報された事実、

その他監査役監査のため求められた事項を監査役に報告しております。

 

ｉ．その他監査役の監査が実効的に行われることを確保するための体制

１）代表取締役及び内部監査室長は監査役監査の環境整備等について、監査役との十分な協議、検討の機会を

設け、監査の実効性確保に努めております。

２）監査役は監査役監査の実効性を確保するため、監査体制の整備等について要請をしております。

３）内部監査部門である内部監査室、法令遵守及び各種リスクの統括管理を担当する部門は、監査役と定期的

に会合を持ち、対処すべき課題等について意見を交換しております。

４）監査役が監査の実施に当たり必要と認めるときは、弁護士その他の外部アドバイザーを任用することがで

きることとしております。

 

ｊ．反社会的勢力による被害防止のための基本方針

１）当社は、企業の社会的責任を果たし、企業防衛を図るため、反社会的勢力との関係を一切遮断します。

２）当社は、反社会的勢力による不当要求がなされた場合、法的手段をもって毅然とした態度で対応します。

３）当社は、「反社会的勢力との関係を遮断するための体制」を反社会的勢力対応マニュアル等に基づき、組

織的に対応します。

４）当社は、反社会的勢力による不当要求に備え、平素から外部の専門機関と緊密な連携関係を構築し、反社

会的勢力による不当要求がなされた場合にその対応方法を相談または対応を要請します。

５）当社は、いかなる理由があっても、反社会的勢力との裏取引、資金提供等一切の便宜を図る行為をいたし

ません。

６）当社は、取締役、監査役及び従業員に対し、定期的に「反社会的勢力との関係を遮断するための体制」に

ついて注意喚起を行い、周知を図ります。

 

ｋ．反社会的勢力排除に向けた社内体制の整備状況

１）当社は、管理本部長の下、対応統括部署として総務グループが反社会的勢力からの不当要求防止に努めて

おります。

２）当社は、弁護士及び警察ＯＢとの顧問契約を結び、専門機関との連携を図っております。

３）当社は、総務グループにおいて管理本部長と共同して、弁護士から適宜、指導、アドバイスを受け、不良

情報をデータベース化し、必要に応じて取締役会にその内容を報告し、各部署で対応を検討するとともに

コンプライアンス・リスク管理会議においても検討しております。

４）当社は、反社会的勢力対応マニュアルを全社員に配布し、周知を図っております。

５）当社は、総務グループが社内研修等の場において定期的に注意喚起を行っております。

 

ニ．リスク管理体制の整備の状況

  当社は、リスク管理を経営上の極めて重要な活動と認識しております。なかでも、法令遵守及び社内規範に関

するリスク管理は特に重要であると認識しており、コンプライアンス・リスク管理会議を設けて徹底を図ってお

ります。また、個人情報については、「個人情報保護マネジメントシステム－要求事項」（ＪＩＳＱ 15001）に

準拠した個人情報保護マネジメントシステムにて適正な取り扱いを行い、法令違反等への抑止及びリスク回避の

目的で内部通報制度を設けてリスク管理体制の整備・強化を図っております。
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② 内部監査及び監査役監査の状況

  内部監査は、室長１名及び室員１名で構成された内部監査室が、代表取締役社長承認の内部監査計画書に基づき

実施し、各部門の業務状況が法令、または規程等に則り遂行されているかの検証及び経営方針との整合性並びに経

営効率の妥当性について精査し、業務改善及び業務の効率性向上に必要な助言を各部門へ行い、監査結果を代表取

締役社長に報告しております。

  監査役は取締役会並びにその他重要な会議へ出席し、必要に応じて意見を述べております。また、代表取締役社

長と定期的に会合することで取締役の職務執行についての適法性並びに妥当性を監査しております。

  内部監査室長と監査役は、それぞれの年度毎における監査計画の立案、または、監査の報告書作成において相互

に助言、情報交換及び意見交換を行うことで情報の共有化を図り効率的な監査に努めております。

  なお、常勤監査役三谷高昭は、長年にわたり経理部門で経理業務の経験を重ねてきており、財務及び会計に関す

る相当程度の知見を有しております。監査役金井博基は、税理士の資格を有しており、財務及び会計に関する相当

程度の知見を有しております。監査役福室孝三郎は、他社において代表取締役として会社経営の実績があり、財務

及び会計に関する相当程度の知見を有しております。

  監査に当たって、内部監査室と監査役は会計監査人と相互に情報及び意見交換を行い、監査課題等について共有

の認識を深め、必要に応じて会計監査人より助言指導を仰いでおります。

 

③ 社外取締役及び社外監査役

  当社の社外監査役は３名であります。社外監査役３名は「第４  提出会社の状況  ５  役員の状況」に記載のと

おり当社の株式を保有しておりますが、それ以外で人的関係、資本的関係または取引関係その他の利害関係はあり

ません。

  社外監査役は、取締役会（原則月２回）及び監査役会（原則月２回）へ出席するほか、経営会議等の重要な会議

へも出席しております。監査役と内部監査室長は、それぞれの年度毎における監査計画の立案時、または、監査の

監査報告書作成時において相互に助言、情報及び意見交換を行うことで情報の共有化を図り効率的な監査に努めて

おります。

  また、社外監査役は、財務会計等に関する専門知識と幅広い経験に基づき、客観的かつ中立的な観点から監査を

実施するとともに、代表取締役社長との定期的な会合により、取締役の職務執行における適法性並びに妥当性を監

査することで、経営の信頼性や健全性の確保に努めております。

  当社では、社外役員を選任するための独立性に関する基準または方針は特段設けておりませんが、その選任に際

しては、会社法に定める社外性の要件を満たすというだけでなく、東京証券取引所の独立役員の独立性に関する判

断基準等を参考にしております。

  なお、社外取締役は選任しておりません。当社においては、３名の社外監査役が経営全般に関する意見・指摘を

行うなど、業務執行取締役の監督においても重要な役割を果たしていることから、経営への監視・助言機能が十分

に働いており、その客観性・中立性が確保されていると考えております。

 

④ 役員報酬等

イ．役員区分ごとの報酬等の総額、報酬等の種類別の総額及び対象となる役員の員数

役員区分
報酬等の総額
（千円）

報酬等の種類別の総額（千円）
対象となる
役員の員数
（人）基本報酬

ストック
オプション

賞与 退職慰労金

取締役

（社外取締役を除く。）
70,911 68,724 － 2,186 － 4

監査役

（社外監査役を除く。）
－ － － － － －

社外役員 21,843 21,600 － 243 － 3

 

ロ．役員の報酬等の額の決定に関する方針

  取締役及び監査役の報酬は、株主総会で決議された報酬限度額の範囲内において、社内規程に基づき決定して

おります。なお、取締役の報酬限度額は年額200百万円以内、監査役の報酬限度額は年額30百万円以内となって

おります。
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⑤ 株式の保有状況

イ．投資株式のうち保有目的が純投資目的以外の目的であるものの銘柄数及び貸借対照表計上額の合計額

８銘柄  2,315千円

 

ロ．保有目的が純投資目的以外の目的である投資株式の保有区分、銘柄、株式数、貸借対照表計上額及び保有目的

前事業年度

特定投資株式

銘柄 株式数（株） 貸借対照表計上額（千円) 保有目的

㈱トラスト・テック 5 314 業界動向等の情報収集のため

㈱メイテック 100 233 業界動向等の情報収集のため

テンプホールディングス㈱ 146 167 業界動向等の情報収集のため

㈱夢テクノロジー 4 136 業界動向等の情報収集のため

㈱ヒップ 3 122 業界動向等の情報収集のため

㈱アルプス技研 100 66 業界動向等の情報収集のため

㈱ジェイテック 2 66 業界動向等の情報収集のため

ヒューマンホールディングス㈱ 1 46 業界動向等の情報収集のため

 

当事業年度

特定投資株式

銘柄 株式数（株） 貸借対照表計上額（千円) 保有目的

㈱トラスト・テック 500 777 業界動向等の情報収集のため

テンプホールディングス㈱ 146 452 業界動向等の情報収集のため

㈱夢テクノロジー 4 416 業界動向等の情報収集のため

㈱メイテック 100 275 業界動向等の情報収集のため

㈱ヒップ 300 120 業界動向等の情報収集のため

㈱ジェイテック 400 106 業界動向等の情報収集のため

㈱アルプス技研 100 99 業界動向等の情報収集のため

ヒューマンホールディングス㈱ 100 69 業界動向等の情報収集のため

 

⑥ 会計監査の状況

  当社は、有限責任あずさ監査法人と監査契約を締結しており、独立した立場から公正妥当な会計監査を受けてお

ります。

  当事業年度において業務を執行した公認会計士の氏名は、以下のとおりであります。

浅井愁星（指定有限責任社員  業務執行社員）、中畑孝英（指定有限責任社員  業務執行社員）

  会計監査業務に係る補助者は、公認会計士８名、その他４名であります。

  なお、継続監査年数については、７年以内であるため記載を省略しております。

 

⑦ 責任限定契約の締結

イ．社外監査役

  当社と各社外監査役は、その職務を行うにつき善意でかつ重大な過失がないときは、会社法第423条第１項の

賠償責任を、法令が規定する額を限度とする旨の契約を締結しています。

 

ロ．会計監査人

  当社と会計監査人である有限責任あずさ監査法人は、その職務を行うにつき善意でかつ重大な過失がないとき

は、会社法第423条第１項の賠償責任を、法令が規定する額を限度とする旨の契約を締結しています。

 

⑧ 取締役の選任

  当社は取締役の選任決議について、議決権を行使することができる株主の議決権の３分の１以上を有する株主が

出席し、その議決権の過半数をもって行う旨定款に定めております。

  また、累積投票による取締役の選任については、累積投票によらないものとする旨定款に定めております。
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⑨ 取締役の定数

  当社の取締役は10名以内とする旨定款に定めております。

 

⑩ 株主総会の特別決議要件

  当社は、会社法第309条第２項に定める株主総会の特別決議要件について、議決権を行使することができる株主

の議決権の３分の１以上を有する株主が出席し、その議決権の３分の２以上をもって行う旨定款に定めておりま

す。これは、株主総会における特別決議の定足数を緩和することにより、株主総会の円滑な運営を行うことを目的

とするものであります。

 

⑪ 株主総会決議事項を取締役会で決議することができる事項及びその理由

イ．自己の株式の取得

  当社は、会社法第165条第２項の規定により、取締役会の決議をもって、自己の株式を取得することができる

旨を定款に定めております。これは、経営環境の変化に対応した機動的な資本政策の遂行を可能とするため、市

場取引等により自己の株式を取得することを目的とするものであります。

 

ロ．中間配当

  当社は、取締役会決議により毎年７月31日を基準日として中間配当をすることができる旨を定款に定めており

ます。これは、株主への機動的な利益還元を可能にするためであります。

 

ハ．取締役及び監査役の責任免除

  当社は、会社法第426条第１項の規定により、株主総会の決議によらず取締役会の決議をもって、同法第423条

第１項の行為に関する取締役（取締役であった者を含む。）及び監査役（監査役であった者を含む。）の責任

を、法令の限度において免除することができる旨定款に定めております。これは、取締役及び監査役が職務を遂

行するに当たり、その能力を十分に発揮して、期待される役割を果たしうる環境を整備することを目的とするも

のであります。

 

ニ．会計監査人の責任免除

  当社は、会社法第426条第１項の規定により、株主総会の決議によらず取締役会の決議をもって、同法第423条

第１項の行為に関する会計監査人（会計監査人であった者を含む。）の責任を、法令の限度において免除するこ

とができる旨定款に定めております。これは、会社法の施行に伴い、会計監査人が新たに株主代表訴訟の対象と

されたことから、取締役及び監査役とのバランスを考慮したためであります。

 

（２）【監査報酬の内容等】

①【監査公認会計士等に対する報酬の内容】

前事業年度 当事業年度

監査証明業務に基づく報酬
（千円）

非監査業務に基づく報酬
（千円）

監査証明業務に基づく報酬
（千円）

非監査業務に基づく報酬
（千円）

19,000 － 20,000 －

 

②【その他重要な報酬の内容】

  該当事項はありません。

 

③【監査公認会計士等の提出会社に対する非監査業務の内容】

  該当事項はありません。

 

④【監査報酬の決定方針】

  当社は、監査公認会計士等に対する監査報酬の決定方針を定めてはおりませんが、監査日数、当社の規模及び

業務の性質等を勘案し、監査法人との協議により決定しております。
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第５【経理の状況】

１．財務諸表の作成方法について 

  当社の財務諸表は、「財務諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規則」（昭和38年大蔵省令第59号）に基づい

て作成しております。 

 

２．監査証明について 

  当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、事業年度（平成25年２月１日から平成26年１月31日

まで）の財務諸表について有限責任あずさ監査法人により監査を受けております。 

 

３．連結財務諸表について 

  当社は子会社がありませんので、連結財務諸表を作成しておりません。 

 

４．財務諸表等の適正性を確保するための特段の取組みについて 

  当社は、財務諸表等の適正性を確保するための特段の取組みを行っております。具体的には、会計基準等の内容を

適切に把握し、会計基準等の変更等について的確に対応することができる体制を整備するため、公益財団法人財務会

計基準機構へ加入し、情報の収集に努めております。 
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１【財務諸表等】

（１）【財務諸表】

①【貸借対照表】
 

    (単位：千円) 

 
前事業年度 

(平成25年１月31日) 
当事業年度 

(平成26年１月31日) 

資産の部    

流動資産    

現金及び預金 850,639 703,163 

売掛金 400,143 421,625 

仕掛品 2,105 1,067 

原材料及び貯蔵品 3,832 2,557 

前払費用 26,701 28,095 

繰延税金資産 39,802 25,223 

未収入金 4,520 3,028 

その他 8,161 2,536 

貸倒引当金 △2,400 △2,500 

流動資産合計 1,333,506 1,184,796 

固定資産    

有形固定資産    

建物 80,452 80,452 

減価償却累計額 △52,781 △57,095 

建物（純額） 27,671 23,357 

構築物 1,677 1,677 

減価償却累計額 △1,650 △1,658 

構築物（純額） 27 18 

工具、器具及び備品 26,955 27,242 

減価償却累計額 △20,899 △21,606 

工具、器具及び備品（純額） 6,055 5,635 

土地 59,659 59,159 

有形固定資産合計 93,414 88,170 

無形固定資産    

ソフトウエア 14,738 16,945 

電話加入権 1,654 1,654 

無形固定資産合計 16,393 18,600 

投資その他の資産    

投資有価証券 1,153 2,315 

出資金 1,250 1,250 

長期前払費用 308 58 

繰延税金資産 25,162 30,691 

敷金及び保証金 75,588 59,096 

その他 921 948 

投資その他の資産合計 104,385 94,360 

固定資産合計 214,192 201,130 

資産合計 1,547,699 1,385,927 
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    (単位：千円) 

 
前事業年度 

(平成25年１月31日) 
当事業年度 

(平成26年１月31日) 

負債の部    

流動負債    

1年内返済予定の長期借入金 141,602 70,485 

未払金 62,050 59,847 

未払費用 37,504 41,428 

未払法人税等 72,372 40,035 

未払消費税等 39,423 24,881 

預り金 7,639 22,283 

前受収益 86 96 

賞与引当金 73,295 41,675 

その他 1,120 2,272 

流動負債合計 435,094 303,005 

固定負債    

長期借入金 70,485 － 

退職給付引当金 70,433 87,572 

その他 3,086 10 

固定負債合計 144,004 87,582 

負債合計 579,098 390,587 

純資産の部    

株主資本    

資本金 238,284 238,284 

資本剰余金    

資本準備金 168,323 168,323 

資本剰余金合計 168,323 168,323 

利益剰余金    

利益準備金 10,460 10,460 

その他利益剰余金    

別途積立金 40,000 40,000 

繰越利益剰余金 511,386 537,376 

利益剰余金合計 561,846 587,836 

自己株式 △220 △220 

株主資本合計 968,234 994,224 

評価・換算差額等    

その他有価証券評価差額金 366 1,115 

評価・換算差額等合計 366 1,115 

純資産合計 968,600 995,339 

負債純資産合計 1,547,699 1,385,927 
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②【損益計算書】
 

    (単位：千円) 

 
前事業年度 

(自  平成24年２月１日 
  至  平成25年１月31日) 

当事業年度 
(自  平成25年２月１日 
  至  平成26年１月31日) 

売上高 4,020,254 3,856,895 

売上原価 2,729,117 2,618,167 

売上総利益 1,291,137 1,238,728 

販売費及び一般管理費 ※１ 1,001,064 ※１ 1,049,964 

営業利益 290,072 188,763 

営業外収益    

受取利息 16 16 

受取配当金 78 118 

受取手数料 578 536 

研修教材料 1,177 462 

受取地代家賃 1,105 1,105 

保険配当金 2,560 3,195 

助成金収入 1,740 2,230 

その他 1,361 888 

営業外収益合計 8,618 8,554 

営業外費用    

支払利息 4,531 2,249 

コミットメントフィー 496 － 

解約違約金 500 691 

その他 1,185 960 

営業外費用合計 6,713 3,901 

経常利益 291,978 193,416 

特別損失    

減損損失 ※２ 1,630 ※２ 500 

特別損失合計 1,630 500 

税引前当期純利益 290,348 192,916 

法人税、住民税及び事業税 69,056 65,307 

法人税等調整額 △65,167 8,636 

法人税等合計 3,888 73,944 

当期純利益 286,460 118,971 
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【売上原価明細書】

   
前事業年度

（自  平成24年２月１日
至  平成25年１月31日）

当事業年度
（自  平成25年２月１日
至  平成26年１月31日）

区分
注記
番号

金額（千円）
構成比
（％）

金額（千円）
構成比
（％）

Ⅰ  労務費   2,471,958 90.6 2,526,575 96.5

Ⅱ  経費 ※２ 255,460 9.4 90,554 3.5

当期総製造費用   2,727,419 100.0 2,617,129 100.0

期首仕掛品たな卸高   3,803   2,105  

  合計   2,731,222   2,619,234  

期末仕掛品たな卸高   2,105   1,067  

当期売上原価   2,729,117   2,618,167  

 

前事業年度
（自  平成24年２月１日
至  平成25年１月31日）

当事業年度
（自  平成25年２月１日
至  平成26年１月31日）

  １  原価計算の方法

実際原価に基づく個別原価計算

  １  原価計算の方法

実際原価に基づく個別原価計算

※２  主な内訳は次のとおりであります。 ※２  主な内訳は次のとおりであります。
 

賃借料 128,175千円

旅費交通費 81,972千円
 

 
賃借料 25,379千円

旅費交通費 41,770千円
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③【株主資本等変動計算書】

前事業年度（自  平成24年２月１日  至  平成25年１月31日）

            （単位：千円） 

  株主資本 

 

資本金 

資本剰余金 利益剰余金 

 
資本準備金 

資本剰余金合
計 利益準備金 

その他利益剰余金 
利益剰余金合
計   別途積立金 繰越利益剰余

金 

当期首残高 237,087 167,137 167,137 10,460 40,000 277,949 328,409 

当期変動額              

新株の発行（新株予約権の
行使） 1,196 1,185 1,185        

剰余金の配当           △53,022 △53,022 

当期純利益           286,460 286,460 

株主資本以外の項目の当期
変動額（純額）              

当期変動額合計 1,196 1,185 1,185 － － 233,437 233,437 

当期末残高 238,284 168,323 168,323 10,460 40,000 511,386 561,846 

 

           

  株主資本 評価・換算差額等 
純資産合計 

  自己株式 株主資本合計 
その他有価証券
評価差額金 

評価・換算差額
等合計 

当期首残高 △220 732,413 133 133 732,547 

当期変動額          

新株の発行（新株予約権の
行使）   2,382     2,382 

剰余金の配当   △53,022     △53,022 

当期純利益   286,460     286,460 

株主資本以外の項目の当期
変動額（純額）     233 233 233 

当期変動額合計 － 235,820 233 233 236,053 

当期末残高 △220 968,234 366 366 968,600 
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当事業年度（自  平成25年２月１日  至  平成26年１月31日）

            （単位：千円） 

  株主資本 

 

資本金 

資本剰余金 利益剰余金 

 
資本準備金 

資本剰余金合
計 

利益準備金 
その他利益剰余金 

利益剰余金合
計   別途積立金 

繰越利益剰余
金 

当期首残高 238,284 168,323 168,323 10,460 40,000 511,386 561,846 

当期変動額              

剰余金の配当           △92,981 △92,981 

当期純利益           118,971 118,971 

株主資本以外の項目の当期
変動額（純額）              

当期変動額合計 － － － － － 25,990 25,990 

当期末残高 238,284 168,323 168,323 10,460 40,000 537,376 587,836 

 

         

  株主資本 評価・換算差額等 
純資産合計 

  自己株式 株主資本合計 その他有価証券
評価差額金 

評価・換算差額
等合計 

当期首残高 △220 968,234 366 366 968,600 

当期変動額          

剰余金の配当   △92,981     △92,981 

当期純利益   118,971     118,971 

株主資本以外の項目の当期
変動額（純額）     748 748 748 

当期変動額合計 － 25,990 748 748 26,738 

当期末残高 △220 994,224 1,115 1,115 995,339 
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④【キャッシュ・フロー計算書】
 

    (単位：千円) 

 
前事業年度 

(自  平成24年２月１日 
  至  平成25年１月31日) 

当事業年度 
(自  平成25年２月１日 
  至  平成26年１月31日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー    

税引前当期純利益 290,348 192,916 

減価償却費 10,601 8,577 

減損損失 1,630 500 

貸倒引当金の増減額（△は減少） △400 100 

賞与引当金の増減額（△は減少） 13,679 △31,620 

退職給付引当金の増減額（△は減少） 6,201 17,138 

受取利息及び受取配当金 △94 △135 

支払利息 4,531 2,249 

未収入金の増減額（△は増加） 13,240 1,492 

売上債権の増減額（△は増加） △10,454 △21,481 

たな卸資産の増減額（△は増加） △255 2,312 

未払消費税等の増減額（△は減少） 1,221 △14,542 

未払金の増減額（△は減少） 12,558 △632 

その他 4,295 18,151 

小計 347,104 175,026 

利息及び配当金の受取額 94 135 

利息の支払額 △4,408 △2,136 

法人税等の支払額 △3,260 △95,924 

営業活動によるキャッシュ・フロー 339,530 77,100 

投資活動によるキャッシュ・フロー    

有形固定資産の取得による支出 △330 △1,374 

無形固定資産の取得による支出 △6,165 △6,237 

敷金及び保証金の差入による支出 △5,659 △1,334 

敷金及び保証金の回収による収入 9,316 17,826 

その他 △226 △25 

投資活動によるキャッシュ・フロー △3,064 8,854 

財務活動によるキャッシュ・フロー    

長期借入金の返済による支出 △149,892 △141,602 

ストックオプションの行使による収入 2,315 － 

配当金の支払額 △52,346 △91,829 

財務活動によるキャッシュ・フロー △199,922 △233,431 

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 136,542 △147,476 

現金及び現金同等物の期首残高 714,096 850,639 

現金及び現金同等物の期末残高 ※１ 850,639 ※１ 703,163 
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【注記事項】

（重要な会計方針）

１．有価証券の評価基準及び評価方法

その他有価証券

時価のあるもの

決算日の市場価格等に基づく時価法（評価差額は全部純資産直入法により処理し、売却原価は移動平均法

により算定）

２．たな卸資産の評価基準及び評価方法

(1）仕掛品

  個別法による原価法（貸借対照表価額は収益性の低下に基づく簿価切下げの方法により算定）

(2）貯蔵品

  個別法による原価法（貸借対照表価額は収益性の低下に基づく簿価切下げの方法により算定）

３．固定資産の減価償却の方法

(1）有形固定資産（リース資産を除く）

  定率法（ただし、平成10年４月１日以降に取得した建物（建物附属設備を除く）については定額法）

  なお、主な耐用年数は以下のとおりであります。

建物                14～26年

工具、器具及び備品  ４～10年

(2）無形固定資産（リース資産を除く）

  自社利用のソフトウェアについては、社内における利用可能期間（５年）に基づく定額法

(3）リース資産

  リース期間を耐用年数とし、残存価額を零とする定額法

  なお、所有権移転外ファイナンス・リース取引のうち、リース取引開始日が平成21年１月31日以前のリース

取引については、通常の賃貸借取引に係る方法に準じた会計処理によっております。

４．引当金の計上基準

(1）貸倒引当金

  債権の貸倒れによる損失に備えるため、一般債権については貸倒実績率により、貸倒懸念債権等特定の債権

については個別に回収可能性を検討し、回収不能見込額を計上しております。

(2）賞与引当金

  従業員の賞与支給に備えるため、翌事業年度の支給見込額のうち、当事業年度に負担すべき金額を計上して

おります。

(3）退職給付引当金

  従業員の退職給付に備えるため、当事業年度末における退職給付債務の見込額に基づき計上しております。

  なお、数理計算上の差異は、その発生時の従業員の平均残存勤務期間以内の一定の年数（５年）による定額

法により按分した額をそれぞれ発生の翌事業年度から費用処理することとしております。

５．キャッシュ・フロー計算書における資金の範囲

  手許現金、随時引き出し可能な預金及び容易に換金可能であり、かつ、価値の変動について僅少なリスクしか

負わない取得日から３ヶ月以内に償還期限の到来する短期投資からなっております。

６．その他財務諸表作成のための基本となる重要な事項

消費税等の会計処理

  税抜方式によっております。

 

（会計方針の変更）

（減価償却方法の変更）

  当社は、法人税法の改正に伴い、当事業年度より、平成25年２月１日以後に取得した有形固定資産について、改

正後の法人税法に基づく減価償却方法に変更しております。

  これによる損益に与える影響はありません。
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（未適用の会計基準等）

「退職給付に関する会計基準」（企業会計基準第26号  平成24年５月17日）及び「退職給付に関する会計基準の適

用指針」（企業会計基準適用指針第25号  平成24年５月17日）

(1）概要

  退職給付債務及び勤務費用の計算方法の見直し及び開示の拡充

(2）適用予定日

  平成26年２月１日以降開始する事業年度の期末から適用予定であります。ただし、退職給付債務及び勤務費用

の計算方法の見直しについては、平成27年２月１日以後開始する事業年度の期首から適用予定であります。

(3）当該会計基準等の適用による影響

  財務諸表作成時において財務諸表に与える影響は、現在評価中であります。

 

（表示方法の変更）

（損益計算書）

  前事業年度において、「営業外費用」の「その他」に含めていた「解約違約金」は、営業外費用の100分の10を

超えたため、当事業年度より独立掲記することとしました。この表示方法の変更を反映させるため、前事業年度の

財務諸表の組替えを行っております。

  この結果、前事業年度の損益計算書において、「営業外費用」の「その他」に表示していた1,685千円は、「解

約違約金」500千円、「その他」1,185千円として組み替えております。

 

（キャッシュ・フロー計算書）

  前事業年度において、独立掲記しておりました「営業活動によるキャッシュ・フロー」の「助成金収入」「助成

金の受取額」は金額的重要性が乏しくなったため、当事業年度においては「その他」に含めて表示しております。

この表示方法の変更を反映させるため、前事業年度の財務諸表の組替えを行っております。

  この結果、前事業年度のキャッシュ・フロー計算書において、「営業活動によるキャッシュ・フロー」の「助成

金収入」に表示していた△1,740千円、「助成金の受取額」に表示していた1,410千円は、「その他」として組み替

えております。

 

（貸借対照表関係）

１  当社は、運転資金の効率的な調達を行うため取引銀行６行と当座貸越契約を締結しております。これら契約

に基づく借入未実行残高は次のとおりであります。

 
前事業年度

（平成25年１月31日）
当事業年度

（平成26年１月31日）

当座貸越極度額 1,400,000千円 1,400,000千円

借入実行残高 － －

差引額 1,400,000 1,400,000

 

（損益計算書関係）

※１  販売費に属する費用のおおよその割合は前事業年度８％、当事業年度８％、一般管理費に属する費用のおお

よその割合は前事業年度92％、当事業年度92％であります。

  販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は次のとおりであります。

 
 前事業年度 

（自  平成24年２月１日 
  至  平成25年１月31日） 

 当事業年度 
（自  平成25年２月１日 

  至  平成26年１月31日） 

役員報酬 87,559千円 90,324千円 

給料及び手当 346,258 402,718 

法定福利費 65,499 71,800 

旅費交通費 100,684 110,035 

賃借料 117,981 107,487 

賞与引当金繰入額 14,757 10,829 

退職給付費用 6,784 9,199 

減価償却費 10,601 8,577 

貸倒引当金繰入額 － 100 
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※２  減損損失

  当社は以下の資産グループについて減損損失を計上しました。

前事業年度（自  平成24年２月１日  至  平成25年１月31日）

場所 用途 種類

兵庫県篠山市他 遊休資産 土地

  当社は、管理会計上で区分した事業所を単位としてグルーピングを行っております。また、遊休資産及び処

分予定資産については、個別資産を基本単位としてグルーピングを行っております。

  将来の使用が見込まれていない遊休資産について、帳簿価額を回収可能価額まで減額し、当該減少額（土地

1,630千円）を減損損失として特別損失に計上しました。

  なお、回収可能価額は正味売却価額により測定しており、遊休資産については固定資産税評価額等を基に評

価しております。

 

当事業年度（自  平成25年２月１日  至  平成26年１月31日）

場所 用途 種類

兵庫県篠山市 遊休資産 土地

  当社は、管理会計上で区分した事業所を単位としてグルーピングを行っております。また、遊休資産及び処

分予定資産については、個別資産を基本単位としてグルーピングを行っております。

  将来の使用が見込まれていない遊休資産について、帳簿価額を回収可能価額まで減額し、当該減少額（土地

500千円）を減損損失として特別損失に計上しました。

  なお、回収可能価額は正味売却価額により測定しており、遊休資産については固定資産税評価額等を基に評

価しております。

 

（株主資本等変動計算書関係）

前事業年度（自  平成24年２月１日  至  平成25年１月31日）

１．発行済株式の種類及び総数並びに自己株式の種類及び株式数に関する事項

 
当事業年度期首
株式数(株)

当事業年度 
増加株式数(株)

当事業年度 
減少株式数(株)

当事業年度末 
株式数(株)

発行済株式        

普通株式 2,646,000 10,980 － 2,656,980

合計 2,646,000 10,980 － 2,656,980

自己株式        

普通株式 363 － － 363

合計 363 － － 363

  （注）普通株式の発行済株式の増加10,980株は、新株予約権の行使によるものであります。
 

２．配当に関する事項

(1）配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額 
（千円）

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日

平成24年４月26日 
定時株主総会

普通株式 26,456 10.00 平成24年１月31日 平成24年４月27日

平成24年９月６日 
取締役会

普通株式 26,566 10.00 平成24年７月31日 平成24年10月５日

 
(2）基準日が当事業年度に属する配当のうち、配当の効力発生日が翌事業年度となるもの

決議 株式の種類
配当金の総額 
（千円）

配当の原資
１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日

平成25年４月25日 
定時株主総会

普通株式 66,415 利益剰余金 25.00 平成25年１月31日 平成25年４月26日
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当事業年度（自  平成25年２月１日  至  平成26年１月31日）

１．発行済株式の種類及び総数並びに自己株式の種類及び株式数に関する事項

 
当事業年度期首
株式数(株)

当事業年度 
増加株式数(株)

当事業年度 
減少株式数(株)

当事業年度末 
株式数(株)

発行済株式        

普通株式 2,656,980 － － 2,656,980

合計 2,656,980 － － 2,656,980

自己株式        

普通株式 363 － － 363

合計 363 － － 363

 

２．配当に関する事項

(1）配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額 
（千円）

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日

平成25年４月25日 
定時株主総会

普通株式 66,415 25.00 平成25年１月31日 平成25年４月26日

平成25年９月６日 
取締役会

普通株式 26,566 10.00 平成25年７月31日 平成25年10月７日

 
(2）基準日が当事業年度に属する配当のうち、配当の効力発生日が翌事業年度となるもの

決議 株式の種類
配当金の総額 
（千円）

配当の原資
１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日

平成26年４月24日 
定時株主総会

普通株式 26,566 利益剰余金 10.00 平成26年１月31日 平成26年４月25日

 

（キャッシュ・フロー計算書関係）

※１  現金及び現金同等物の期末残高と貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係

 
前事業年度

（自  平成24年２月１日
至  平成25年１月31日）

当事業年度
（自  平成25年２月１日
至  平成26年１月31日）

現金及び預金勘定 850,639千円 703,163千円

現金及び現金同等物 850,639 703,163

 

（リース取引関係）

ファイナンス・リース取引

所有権移転外ファイナンス・リース取引

① リース資産の内容

  該当事項はありません。

② リース資産の減価償却の方法

  重要な会計方針「３．固定資産の減価償却の方法」に記載のとおりであります。
 

  なお、所有権移転外ファイナンス・リース取引のうち、リース取引開始日が平成21年１月31日以前のリース取

引については、通常の賃貸借取引に係る方法に準じた会計処理によっておりますが、重要性が乏しいため、記載

を省略しております。
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（金融商品関係）

１．金融商品の状況に関する事項

(1）金融商品に対する取組方針

  当社は、資金運用については短期的な預金等に限定し、銀行等金融機関からの借入により資金を調達してお

ります。

(2）金融商品の内容及びそのリスク並びにリスク管理体制

  売掛金は、顧客の信用リスクに晒されております。当該リスクについては、与信管理規程に沿ってリスク低

減を図っております。

  借入金は、主に運転資金に係る資金調達を目的としたものであります。有利子負債は、流動性リスクに晒さ

れておりますが、資金計画から必要な手元資金水準を定め、適時に資金繰計画を作成・更新し、当該リスクを

管理しております。

(3）金融商品の時価等に関する事項についての補足説明

  金融商品の時価は市場価格がないため、合理的に算定された価額によっております。当該価額の算定におい

ては変動要因を織り込んでいるため、異なる前提条件等を採用することにより、当該価額が変動することがあ

ります。

 

２．金融商品の時価等に関する事項

  貸借対照表計上額、時価及びこれらの差額については、次のとおりであります。なお、時価を把握すること

が極めて困難と認められるものは含まれておりません（（注）２．参照）。

 

前事業年度（平成25年１月31日）

 
貸借対照表計上額

（千円）
時価（千円） 差額（千円）

(1）現金及び預金 850,639 850,639 －

(2）売掛金 400,143 400,143 －

資産計 1,250,782 1,250,782 －

(1）長期借入金（*） 212,087 211,013 △1,073

負債計 212,087 211,013 △1,073

（*）１年内返済予定の長期借入金を含んでおります。
 

当事業年度（平成26年１月31日） 

 
貸借対照表計上額

（千円）
時価（千円） 差額（千円）

(1）現金及び預金 703,163 703,163 －

(2）売掛金 421,625 421,625 －

資産計 1,124,788 1,124,788 －

(1）１年内返済予定の長期借入金 70,485 70,485 －

負債計 70,485 70,485 －
 
（注）１．金融商品の時価の算定方法

資  産 

(1）現金及び預金、(2）売掛金

  これらは短期間で決済されるため、時価は帳簿価額と近似していることから、当該帳簿価額によってお

ります。

負  債 

(1）１年内返済予定の長期借入金

  これは短期間で決済されるため、時価は帳簿価額と近似していることから、当該帳簿価額によっており

ます。

２．時価を把握することが極めて困難と認められる金融商品

（単位：千円）
 

区分
前事業年度

（平成25年１月31日）
当事業年度

（平成26年１月31日）

敷金及び保証金 75,588 59,096

  敷金及び保証金については、市場価格がなく、時価を把握することが極めて困難と認められるため、時価

開示の対象としておりません。
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３．金銭債権の決算日後の償還予定額

前事業年度（平成25年１月31日）

 
１年以内 
（千円）

１年超 
５年以内 
（千円）

５年超 
10年以内 
（千円）

10年超 
（千円）

現金及び預金 849,358 － － －

売掛金 400,143 － － －

合計 1,249,501 － － －
 

当事業年度（平成26年１月31日）

 
１年以内 
（千円）

１年超 
５年以内 
（千円）

５年超 
10年以内 
（千円）

10年超 
（千円）

現金及び預金 701,669 － － －

売掛金 421,625 － － －

合計 1,123,294 － － －
 

４．長期借入金の決算日後の返済予定額

前事業年度（平成25年１月31日）

 
１年以内
（千円）

１年超
２年以内
（千円）

２年超
３年以内
（千円）

３年超
４年以内
（千円）

４年超
５年以内
（千円）

５年超
（千円）

長期借入金 141,602 70,485 － － － －

合計 141,602 70,485 － － － －
 

当事業年度（平成26年１月31日）

 
１年以内
（千円）

１年超
２年以内
（千円）

２年超
３年以内
（千円）

３年超
４年以内
（千円）

４年超
５年以内
（千円）

５年超
（千円）

長期借入金 70,485 － － － － －

合計 70,485 － － － － －

 

（有価証券関係）

１．その他有価証券

前事業年度（平成25年１月31日）

  種類
貸借対照表計上額

（千円）
取得原価（千円） 差額（千円）

貸借対照表計上額が取得
原価を超えるもの

株式 1,153 584 569

小計 1,153 584 569

貸借対照表計上額が取得
原価を超えないもの

株式 － － －

小計 － － －

合計 1,153 584 569

 

当事業年度（平成26年１月31日）

  種類
貸借対照表計上額

（千円）
取得原価（千円） 差額（千円）

貸借対照表計上額が取得
原価を超えるもの

株式 2,315 584 1,731

小計 2,315 584 1,731

貸借対照表計上額が取得
原価を超えないもの

株式 － － －

小計 － － －

合計 2,315 584 1,731

 

２．売却したその他有価証券

  該当事項はありません。
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（デリバティブ取引関係）

  当社は、デリバティブ取引を行っておりませんので、該当事項はありません。

 

（退職給付関係）

１．採用している退職給付制度の概要

  当社は、退職給付制度として、確定拠出年金制度及び退職一時金制度を採用しております。

  なお、当社は平成23年６月に適格退職年金制度を廃止し、現行の確定拠出年金制度及び退職一時金制度へ移

行しております。
 

２．退職給付債務に関する事項

   
前事業年度

（平成25年１月31日）
当事業年度

（平成26年１月31日）

(1）退職給付債務（千円） △100,680   △126,467  

(2）未認識数理計算上の差異（千円） 30,246   38,895  

(3）退職給付引当金（千円） △70,433   △87,572  

 

３．退職給付費用に関する事項

   
前事業年度

（自  平成24年２月１日
至  平成25年１月31日）

当事業年度
（自  平成25年２月１日
至  平成26年１月31日）

(1）勤務費用（千円） 5,561   6,020  

(2）利息費用（千円） 1,404   1,510  

(3）数理計算上の差異の費用処理額（千円） 4,557   9,606  

(4）退職給付費用（千円） 11,523   17,138  

(5）確定拠出年金への掛金支払額（千円） 26,999   27,501  

  計（千円） 38,522   44,639  

 

４．退職給付債務等の計算の基礎に関する事項

   
前事業年度

（自  平成24年２月１日
至  平成25年１月31日）

当事業年度
（自  平成25年２月１日
至  平成26年１月31日）

(1）退職給付見込額の期間配分方法 期間定額基準 期間定額基準

(2）割引率 1.5％ 0.5％

(3）数理計算上の差異の処理年数 ５年 ５年

   

（発生の翌事業年度から定
額法により費用処理するこ
ととしております。）

（発生の翌事業年度から定
額法により費用処理するこ
ととしております。）

 

（ストック・オプション等関係）

  該当事項はありません。
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（税効果会計関係）

１．繰延税金資産及び繰延税金負債の発生の主な原因別の内訳

 
前事業年度

（平成25年１月31日）
 

当事業年度
（平成26年１月31日）

繰延税金資産     

未払事業税 5,582千円  3,311千円

未払費用 4,969   4,481

賞与引当金 27,822   15,819

退職給付引当金 25,067   31,166

貸倒引当金 911   949

減損損失 9,851   10,029

その他 814   801

繰延税金資産小計 75,019   66,560

評価性引当額 △9,851   △10,029

繰延税金資産合計 65,167   56,530

繰延税金負債     

その他有価証券評価差額金 △202   △616

繰延税金負債合計 △202   △616

繰延税金資産の純額 64,965   55,914

 

２．法定実効税率と税効果会計適用後の法人税等の負担率との間に重要な差異があるときの、当該差異の原因と

なった主要な項目別の内訳

 
前事業年度

（平成25年１月31日）
 

当事業年度
（平成26年１月31日）

法定実効税率 40.6％     法定実効税率と税効果会計

適用後の法人税等の負担率と

の間の差異が法定実効税率の

100分の５以下であるため注

記を省略しております。

（調整）   

交際費等永久に損金に算入されない項目 1.6  

住民税均等割 1.0  

評価性引当額の増減 △41.2  

その他 △0.7  

税効果会計適用後の法人税等の負担率 1.3    

 

（持分法損益等）

  該当事項はありません。

 

（企業結合等関係）

  該当事項はありません。

 

（資産除去債務関係）

  該当事項はありません。

 

（賃貸等不動産関係）

  賃貸等不動産の総額に重要性が乏しいため、記載を省略しております。 
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

  当社の報告セグメントは単一であるため、記載を省略しております。 

 

【関連情報】

前事業年度（自  平成24年２月１日  至  平成25年１月31日）

１．製品及びサービスごとの情報

  当社は単一セグメントであるため、記載を省略しております。 

 

２．地域ごとの情報

(1）売上高

  本邦以外の外部顧客への売上高がないため、該当事項はありません。

(2）有形固定資産

  本邦以外に所在している有形固定資産がないため、該当事項はありません。

 

３．主要な顧客ごとの情報

（単位：千円）
 

顧客の氏名又は名称 売上高

パナソニック株式会社 586,181

  （注）当社は単一セグメントであるため、関連するセグメント名の記載を省略しております。

 

当事業年度（自  平成25年２月１日  至  平成26年１月31日）

１．製品及びサービスごとの情報

  当社は単一セグメントであるため、記載を省略しております。 

 

２．地域ごとの情報

(1）売上高

  本邦以外の外部顧客への売上高がないため、該当事項はありません。

(2）有形固定資産

  本邦以外に所在している有形固定資産がないため、該当事項はありません。

 

３．主要な顧客ごとの情報

（単位：千円）
 

顧客の氏名又は名称 売上高

パナソニック株式会社 479,186

株式会社ニコン 411,684

  （注）当社は単一セグメントであるため、関連するセグメント名の記載を省略しております。

 

【報告セグメントごとの固定資産の減損損失に関する情報】

  当社は単一セグメントであるため、記載を省略しております。 

 

【報告セグメントごとののれんの償却額及び未償却残高に関する情報】

  該当事項はありません。

 

【報告セグメントごとの負ののれん発生益に関する情報】

  該当事項はありません。

 

【関連当事者情報】

  該当事項はありません。
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（１株当たり情報）

 
前事業年度

（自  平成24年２月１日
至  平成25年１月31日）

当事業年度
（自  平成25年２月１日
至  平成26年１月31日）

１株当たり純資産額 364.60円 374.66円

１株当たり当期純利益金額 107.95円 44.78円

潜在株式調整後１株当たり当期純利益金額 107.90円 －

（注）１．当事業年度の潜在株式調整後１株当たり当期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しており

ません。

２．１株当たり当期純利益金額及び潜在株式調整後１株当たり当期純利益金額の算定上の基礎は、以下のとおりで

あります。

 
前事業年度

（自  平成24年２月１日
至  平成25年１月31日）

当事業年度
（自  平成25年２月１日
至  平成26年１月31日）

１株当たり当期純利益金額    

当期純利益金額（千円） 286,460 118,971

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る当期純利益金額（千円） 286,460 118,971

期中平均株式数（株） 2,653,617 2,656,617

     

潜在株式調整後１株当たり当期純利益金額    

当期純利益調整額（千円） － －

普通株式増加数（株） 1,322 －

（うちストック・オプション） （1,322） －

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整

後１株当たり当期純利益金額の算定に含め

なかった潜在株式の概要

－ －

 

（重要な後発事象）

  該当事項はありません。
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⑤【附属明細表】

【有価証券明細表】

  有価証券の金額が資産の総額の100分の１以下であるため、財務諸表等規則第124条の規定により記載を省略し

ております。 

 

【有形固定資産等明細表】

資産の種類 
当期首残高 
（千円） 

当期増加額 
（千円） 

当期減少額 
（千円） 

当期末残高 
（千円） 

当期末減価償
却累計額又は
償却累計額 

（千円） 

当期償却額 
（千円） 

差引当期末残
高（千円） 

有形固定資産              

建物 80,452 － － 80,452 57,095 4,314 23,357 

構築物 1,677 － － 1,677 1,658 8 18 

工具、器具及び備品 26,955 287 － 27,242 21,606 707 5,635 

土地 59,659 － 500 
(500) 59,159 － － 59,159 

有形固定資産計 168,744 287 500 
(500) 168,531 80,361 5,030 88,170 

無形固定資産              

ソフトウェア 57,619 5,754 － 63,373 46,428 3,546 16,945 

電話加入権 1,654 － － 1,654 － － 1,654 

無形固定資産計 59,274 5,754 － 65,028 46,428 3,546 18,600 

長期前払費用 550 － 200 350 291 833 58 

  （注）「当期減少額」欄の（  ）内は内書きで、減損損失の計上額であります。

 

【社債明細表】

  該当事項はありません。

 

【借入金等明細表】

区分
当期首残高
（千円）

当期末残高
（千円）

平均利率
（％）

返済期限

短期借入金 － － － －

１年以内に返済予定の長期借入金 141,602 70,485 1.588 －

１年以内に返済予定のリース債務 － － － －

長期借入金（１年以内に返済予定のものを除く。） 70,485 － － －

リース債務（１年以内に返済予定のものを除く。） － － － －

その他有利子負債 － － － －

計 212,087 70,485 － －

  （注）平均利率については、期末借入金残高に対する加重平均利率を記載しております。
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【引当金明細表】

区分
当期首残高
（千円）

当期増加額
（千円）

当期減少額
（目的使用）
（千円）

当期減少額
（その他）
（千円）

当期末残高
（千円）

貸倒引当金 2,400 2,500 － 2,400 2,500

賞与引当金 73,295 41,675 73,295 － 41,675

  （注）貸倒引当金の「当期減少額（その他）」は、一般債権の貸倒実績率による洗替額であります。

 

【資産除去債務明細表】

  該当事項はありません。

 

（２）【主な資産及び負債の内容】

①  資産の部

イ．現金及び預金

区分 金額（千円）

現金 1,493

預金  

当座預金 631,579

普通預金 9,524

別段預金 566

定期預金 60,000

小計 701,669

合計 703,163

 

ロ．売掛金

相手先別内訳

相手先 金額（千円）

パナソニック㈱ 52,864

㈱ニコン 42,049

㈱本田技術研究所 27,253

矢崎部品㈱ 26,828

テルモ㈱ 23,794

その他 248,834

合計 421,625

 

売掛金の発生及び回収並びに滞留状況

当期首残高
（千円）

当期発生高
（千円）

当期回収高
（千円）

当期末残高
（千円）

回収率（％） 滞留期間（日）

(A) (B) (C) (D)

 
(C) 

× 100 
(A) ＋ (B) 

 

 
 (A) ＋ (D)  

  2  

  (B)  

  365  
 

400,143 4,049,024 4,027,542 421,625 90.5 37.0

  （注）当期発生高には、消費税等が含まれております。
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ハ．仕掛品

品目 金額（千円）

請負事業 1,067

合計 1,067

 

ニ．原材料及び貯蔵品

品目 金額（千円）

印刷物 2,553

印紙 3

合計 2,557

 

②  負債の部

イ．退職給付引当金

区分 金額（千円）

退職給付債務 126,467

未認識数理計算上の差異 △38,895

合計 87,572

 

（３）【その他】

当事業年度における四半期情報等

（累計期間） 第１四半期 第２四半期 第３四半期 当事業年度

売上高（千円） 942,314 1,912,626 2,881,377 3,856,895

税引前四半期（当期）純利益

金額（千円）
17,964 86,178 152,088 192,916

四半期（当期）純利益金額

（千円）
14,766 55,944 95,914 118,971

１株当たり四半期（当期）純

利益金額（円）
5.56 21.06 36.10 44.78

 

（会計期間） 第１四半期 第２四半期 第３四半期 第４四半期

１株当たり四半期純利益金額

（円）
5.56 15.50 15.05 8.68
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第６【提出会社の株式事務の概要】

事業年度 ２月１日から１月31日まで

定時株主総会 ４月中

基準日 １月31日

剰余金の配当の基準日 １月31日、７月31日

１単元の株式数 100株

単元未満株式の買取り・売渡し  

取扱場所
大阪市中央区伏見町三丁目６番３号

三菱ＵＦＪ信託銀行株式会社  大阪証券代行部

株主名簿管理人
東京都千代田区丸の内一丁目４番５号

三菱ＵＦＪ信託銀行株式会社

取次所 －

買取・売渡手数料 無料

公告掲載方法

電子公告により行います。ただし、事故その他やむを得ない事由によって

電子公告による公告をすることができない場合は、日本経済新聞に掲載し

て行います。 

なお、電子公告は当会社のホームページに掲載しており、そのアドレスは

次のとおりであります。 

http://www.artner.co.jp

株主に対する特典 該当事項はありません。

  （注）１．当社定款の定めにより、単元未満株主は、会社法第189条第２項各号に掲げる権利、会社法第166条第１項の

規定により請求をする権利、株主の有する株式数に応じて募集株式の割当て及び募集新株予約権の割当てを

受ける権利並びに単元未満株式の売渡請求をする権利以外の権利を有しておりません。

２．特別口座に記録されている単元未満株式の買取り・売渡しについては、みずほ信託銀行㈱の全国本支店にて

取扱います。
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第７【提出会社の参考情報】

１【提出会社の親会社等の情報】

  当社は、金融商品取引法第24条の７第１項に規定する親会社等はありません。 

 

２【その他の参考情報】

  当事業年度の開始日から有価証券報告書提出日までの間に、次の書類を提出しております。

(1）有価証券報告書及びその添付書類並びに確認書

事業年度（第51期）（自  平成24年２月１日  至  平成25年１月31日）平成25年４月25日近畿財務局長に提出

(2）内部統制報告書及びその添付書類

平成25年４月25日近畿財務局長に提出

(3）四半期報告書及び確認書

（第52期第１四半期）（自  平成25年２月１日  至  平成25年４月30日）平成25年６月10日近畿財務局長に提出

（第52期第２四半期）（自  平成25年５月１日  至  平成25年７月31日）平成25年９月10日近畿財務局長に提出

（第52期第３四半期）（自  平成25年８月１日  至  平成25年10月31日）平成25年12月10日近畿財務局長に提出

(4）臨時報告書

平成25年４月26日近畿財務局長に提出

企業内容等の開示に関する内閣府令第19条第２項第９号の２（株主総会における議決権行使の結果）に基づく臨時

報告書であります。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
 

  該当事項はありません。
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  独立監査人の監査報告書及び内部統制監査報告書  

 

  平成26年４月24日

株式会社アルトナー  

  取締役会 御中  

 

  有限責任 あずさ監査法人  

 

 
指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士 浅井 愁星  印 

 

 
指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士 中畑 孝英  印 

 

＜財務諸表監査＞

 当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づく監査証明を行うため、「経理の状況」に掲げられて

いる株式会社アルトナーの平成25年２月１日から平成26年１月31日までの第52期事業年度の財務諸表、すなわち、貸借対

照表、損益計算書、株主資本等変動計算書、キャッシュ・フロー計算書、重要な会計方針、その他の注記及び附属明細表

について監査を行った。

 

財務諸表に対する経営者の責任

 経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準拠して財務諸表を作成し適正に表示

することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない財務諸表を作成し適正に表示するために経営者が

必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

 

監査人の責任

 当監査法人の責任は、当監査法人が実施した監査に基づいて、独立の立場から財務諸表に対する意見を表明することに

ある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して監査を行った。監査の基準は、

当監査法人に財務諸表に重要な虚偽表示がないかどうかについて合理的な保証を得るために、監査計画を策定し、これに

基づき監査を実施することを求めている。

 監査においては、財務諸表の金額及び開示について監査証拠を入手するための手続が実施される。監査手続は、当監査

法人の判断により、不正又は誤謬による財務諸表の重要な虚偽表示のリスクの評価に基づいて選択及び適用される。財務

諸表監査の目的は、内部統制の有効性について意見表明するためのものではないが、当監査法人は、リスク評価の実施に

際して、状況に応じた適切な監査手続を立案するために、財務諸表の作成と適正な表示に関連する内部統制を検討する。

また、監査には、経営者が採用した会計方針及びその適用方法並びに経営者によって行われた見積りの評価も含め全体と

しての財務諸表の表示を検討することが含まれる。

 当監査法人は、意見表明の基礎となる十分かつ適切な監査証拠を入手したと判断している。

 

監査意見

 当監査法人は、上記の財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準拠して、株式会社

アルトナーの平成26年１月31日現在の財政状態並びに同日をもって終了する事業年度の経営成績及びキャッシュ・フロー

の状況をすべての重要な点において適正に表示しているものと認める。
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＜内部統制監査＞

 当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第２項の規定に基づく監査証明を行うため、株式会社アルトナーの平成26

年１月31日現在の内部統制報告書について監査を行った。

 

内部統制報告書に対する経営者の責任

 経営者の責任は、財務報告に係る内部統制を整備及び運用し、我が国において一般に公正妥当と認められる財務報告に

係る内部統制の評価の基準に準拠して内部統制報告書を作成し適正に表示することにある。

 なお、財務報告に係る内部統制により財務報告の虚偽の記載を完全には防止又は発見することができない可能性があ

る。

 

監査人の責任

 当監査法人の責任は、当監査法人が実施した内部統制監査に基づいて、独立の立場から内部統制報告書に対する意見を

表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる財務報告に係る内部統制の監査の基準

に準拠して内部統制監査を行った。財務報告に係る内部統制の監査の基準は、当監査法人に内部統制報告書に重要な虚偽

表示がないかどうかについて合理的な保証を得るために、監査計画を策定し、これに基づき内部統制監査を実施すること

を求めている。

 内部統制監査においては、内部統制報告書における財務報告に係る内部統制の評価結果について監査証拠を入手するた

めの手続が実施される。内部統制監査の監査手続は、当監査法人の判断により、財務報告の信頼性に及ぼす影響の重要性

に基づいて選択及び適用される。また、内部統制監査には、財務報告に係る内部統制の評価範囲、評価手続及び評価結果

について経営者が行った記載を含め、全体としての内部統制報告書の表示を検討することが含まれる。

 当監査法人は、意見表明の基礎となる十分かつ適切な監査証拠を入手したと判断している。

 

監査意見

 当監査法人は、株式会社アルトナーが平成26年１月31日現在の財務報告に係る内部統制は有効であると表示した上記の

内部統制報告書が、我が国において一般に公正妥当と認められる財務報告に係る内部統制の評価の基準に準拠して、財務

報告に係る内部統制の評価結果について、すべての重要な点において適正に表示しているものと認める。

 

利害関係

 会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 

以 上

 

  （注）１．上記は、監査報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社が別途保管しており

ます。

２．ＸＢＲＬデータは監査の対象には含まれていません。
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【表紙】
 

【提出書類】 内部統制報告書 

【根拠条文】 金融商品取引法第24条の４の４第１項 

【提出先】 近畿財務局長 

【提出日】 平成26年４月24日 

【会社名】 株式会社アルトナー 

【英訳名】 ＡＲＴＮＥＲ  ＣＯ.,ＬＴＤ. 

【代表者の役職氏名】 代表取締役社長    関口  相三 

【最高財務責任者の役職氏名】 該当事項はありません。 

【本店の所在の場所】 兵庫県尼崎市西大物町５番２号 

（同所は登記上の本店所在地で実際の業務は下記で行っております。） 

大阪市北区中之島三丁目２番18号  住友中之島ビル２階 

【縦覧に供する場所】 株式会社東京証券取引所 

（東京都中央区日本橋兜町２番１号） 
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１【財務報告に係る内部統制の基本的枠組みに関する事項】

  代表取締役社長関口相三は、当社の財務報告に係る内部統制の整備及び運用に責任を有しており、企業会計審議会

の公表した「財務報告に係る内部統制の評価及び監査の基準並びに財務報告に係る内部統制の評価及び監査に関する

実施基準の設定について（意見書）」に示されている内部統制の基本的枠組みに準拠して財務報告に係る内部統制を

整備及び運用しております。

  なお、内部統制は、内部統制の各基本的要素が有機的に結びつき、一体となって機能することで、その目的を合理

的な範囲で達成しようとするものであります。このため、財務報告に係る内部統制により財務報告の虚偽の記載を完

全には防止又は発見することができない可能性があります。

 

２【評価の範囲、基準日及び評価手続に関する事項】

  財務報告に係る内部統制の評価は、当事業年度の末日である平成26年１月31日を基準日として行われており、評価

に当たっては、一般に公正妥当と認められる財務報告に係る内部統制の評価の基準に準拠しております。

  本評価においては、財務報告全体に重要な影響を及ぼす内部統制（全社的な内部統制）の評価を行った上で、その

結果を踏まえて、評価対象とする業務プロセスを選定しております。当該業務プロセスの評価においては、選定され

た業務プロセスを分析した上で、財務報告の信頼性に重要な影響を及ぼす統制上の要点を識別し、当該統制上の要点

について整備及び運用状況を評価することによって、内部統制の有効性に関する評価を行っております。

  財務報告に係る内部統制の評価の範囲は、当社について、財務報告の信頼性に及ぼす影響の重要性の観点から必要

な範囲を決定しております。財務報告の信頼性に及ぼす影響の重要性は、金額的及び質的影響の重要性を考慮して決

定しており、当社において行った全社的な内部統制の評価結果を踏まえ、業務プロセスに係る内部統制の評価範囲を

合理的に決定しております。

  業務プロセスに係る内部統制の評価範囲については、当社のすべての事業拠点を評価対象としております。当該事

業拠点において、当社の事業目的に大きく関わる勘定科目である売上高、売掛金及び売上原価（人件費）に至る業務

プロセスを評価の対象としております。さらに、重要な虚偽記載の発生可能性が高く、見積りや予測を伴う重要な勘

定科目に係る業務プロセスを財務報告への影響を勘案して重要性の大きい業務プロセスとして評価対象に追加してお

ります。

 

３【評価結果に関する事項】

  上記の評価の結果、当事業年度末日時点において、当社の財務報告に係る内部統制は有効であると判断いたしまし

た。

 

４【付記事項】

  付記すべき事項はありません。 

 

５【特記事項】

  特記すべき事項はありません。 
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